
六
月
五
日
〜
九
日
、
大
阪
新
婦
人
産
直
交

流
会
が
行
わ
れ
、
福
島
県
か
ら
は
二
十
四

名
が
参
加
し
、一
七
二
箇
所
の
会
場
で
食
、

農
業
、
暮
ら
し
、
福
島
原
発
事
故
な
ど
に

つ
い
て
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
暮
ら
し

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能
な
農
業
と
食
、

暮
ら
し
を
守
る
」、「
お
米
を
中
心
と
し
た
一
汁

一
菜
」。
日
本
は
食
糧
を
輸
入
し
な
が
ら
捨
て
る

国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
食
べ
ら
れ
る
「
食

品
ロ
ス
」
は
約
八
○
○
万
ｔ
と
も
い
わ
れ
、
日

本
国
内
の
米
生
産
量
に
匹
敵
す
る
食
料
を
廃
棄

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
先
進
国

中
最
下
位
の
三
十
八
％
で
す
。
現
在
の
世
界
人

口
は
約
七
○
億
人
、
二
○
五
○
年
に
は
九
○
億

人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が

世
界
の
食
糧
を
買
い
漁
り
、
奪
う
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
農
業
生
産
に
適
し
た
日
本
で
食
糧

自
給
率
を
高
め
る
こ
と
は
、
世
界
の
飢
餓
と
貧

困
対
策
に
も
不
可
欠
で
あ
り
持
続
可
能
な
暮
ら

し
の
第
一
歩
で
す
。

種
子
法
廃
止

―

多
様
性
が
命
の

               　
　
　
補
償
に

　
今
年
の
三
月
末
に
主
要
農
産
物
種
子

法
が
多
く
の
農
家
、
市
民
の
反
対
を
無

視
し
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
企
業

の
種
子
独
占
を
目
的
と
し
、
規
制
改
革

会
議
が
提
案
し
、
官
邸
主
導
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
日
本
の
水
稲
種
子
は
現
在

三
○
○
品
種
あ
り
、
日
本
列
島
の
気
候

に
適
し
た
育
種
が
時
間
と
手
間
を
か
け
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
民
間
企
業
が
種
子
生
産
を
担

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
時
間
も
コ
ス
ト
も
か
け
ず
、

国
内
の
水
稲
品
種
は
圧
倒
的
に
減
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
野
菜
種
子
の
多
く
は

す
で
に
民
間
企
業
が
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
一
九
○
三
年
に
三
○
七
品
種

あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
八
三
年
に
は
た
っ
た
十

二
品
種
に
減
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
で
一
八
四
五
年
か
ら
一
八
四
九
年
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
が
菌
病
で
ほ
ぼ
全
滅
、
国
民
の
二
割
が

餓
死
、
二
割
以
上
が
移
民
し
て
、
人
口
は
半
減

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
品
種
の
減
少
＝
多

様
性
の
喪
失
は
、
命
の
補
償
を
危
う
く
し
ま
す
。

農
家
と
親
戚
に
な
ろ
う

　
日
本
の
販
売
農
家
戸
数
は
毎
年
六
万
戸
づ
つ

減
少
し
、二
○
一
七
年
で
一
二
○
万
戸
で
す
。「
誰

が
食
料
を
作
り
続
け
る
の
か
」、
い
つ
ま
で
も
海

外
か
ら
食
糧
を
輸
入
で
き
る
日
々
が
続
く
と
考

え
る
の
は
幻
想
で
す
。
全
体
交
流
会
で
「
農
家
・

農
民
連
と
親
戚
に
な
っ
て
安
心
し
て
お
米
を
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
大
冷
害
の
翌
年
、
一
九
九
四
年
か

ら
始
ま
っ
た
米
産
直
は
今
年
で
二
十
五
年
。
長

い
運
動
と
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
紡
が
れ
た
信

頼
は
、
す
で
に
親
戚
の
域
へ
。
今
年
も
親
戚
の

た
め
に
米
作
り
を
頑
張
ろ
う
と
意
欲
が
湧
い
て

き
ま
す
。

「自分のことばで伝えました」
　二十数年前、冷害の翌年から農民連が米を届けた
ことから絆が生まれ、お互いが支えられてきた歴史
を感じました。現在の福島の様子が知りたい、食べ
る量が減った、保存方法や価格、若い人にどうやっ
て産直を広めていくかなど、共通の悩みが出されま
した。ピンチヒッターで初めての大阪で不安もあり
ましたが、農民連会員の方、新婦人本部の方々に支
えられながら無事交流会を終えることができまし
た。減農薬で安全・安心な農産物を作る苦労と震災
後の状況を私なりの言葉で伝えました。福島の米は
美味しい！の声に励まされました。

県北農民連　冨田和子さん

「福島に対する気持ちが熱い」
　はじめての参加で緊張しましたが、新婦人の皆
さんに温かく迎えてもらいました。私の話を聞い
て、意見や感想を話してくれ、福島に対する気持
ちが熱いと感じました。

安達地方農民連　佐藤幸治さん

「応援してくれる仲間に会えた」
　どの班会に行っても福島の米はおいしいと言っ
ていただいた。新婦人会員の皆さんは福島の農業
に関心を持ち、応援してくれる仲間だと思います。
これからの米の手入れや管理を手抜きせず、努力
してよい米を作ろうと意欲がわいてきました。

須賀川農民連  近内美江子さん
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本
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食
と

い
の
ち
を
届
け
る

　

農
民
連
と
大
阪
新
婦
人
の
産
直
交
流
会
。

  　

大
阪
府
内
1
7
2
箇
所
で
食
べ
て
、
学
ん
で
、

  

日
本
の
農
業
と

食
・
暮
ら
し
を
守
る
。

のーと

青年部の活動、地元の農や食のことをリレーで紹介

持続可能な農業を目指して持続可能な農業を目指して
NOTE

6月下旬。特別栽培米の圃場確認を兼ねた田
まわり会を実施。会津農民連の青年部部員も
今年から本格的に特別栽培に挑んでいる。今
年は春先から雨が少なく、稲の生育が遅い。
「米は水でとる」程よい雨が望まれる。
                                                      ｂｙさとう

被害者切捨ての賠償案に反対被害者切捨ての賠償案に反対
　6月27日にＪＡ夢みなみを訪問し、来年から予定さ
れている農業損害賠償案について意見交換をしまし
た。農民連は、加害者である東電が被害者切捨てにつ
ながる一方的な賠償案作成を許さないために農協も
一緒に頑張ろうと提案しました。賠償案には意見の相
違はあったものの、ＴＰＰ11問題、種子法廃止、農協
解体などで連帯できると話し合いがされました。

　福島農民連産直農協第17回通常総代会が6月16日福
島県農業総合センターで開かれました。
TPP11、種子法廃止、戸別所得補償廃止など農業潰しの
安倍農政だが、小規模・家族農業が今世界の流れになっ
ていることに確信を持ち、多様で持続可能な農業、原発
再稼働許さない取り組みと、農村の特性を生かした再生
可能エネルギーの推進を目指すことを確認しました。


